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縮で讃むニウトンのオプスクPtラ

上 田 穣

　ニウFンの馨咳に接するつもりで文學部の書庫からその小論文集オプス

クーラを借り出して來ナこが全部ラテン語で書かれたもので仲々我々の歯が

立たない．しかし一七四四年の出版εいふのだから字罷も古めかしく，紙

質も當時に行なはれた丁度日本紙を見るやうなもので，懐かしさの情は湧

き立つ様なものがあるのである．その表題は

　　　　ISAACI　NEWTONI，　OPL’SCULA　MATHF．MATICA，

　　　PHILOSOPI－IICA　ET　PHILOLOGICA

Sあって師ち撒三哲學及び言語學に關する小論文集εいふ謬である．第一

巻の最初の扉にある通り三巻から出來てるて，各巻が夫々撒學，哲學及び

言語學に關するものに別れてをる．そしてカスチリオン（」．Castillioneus）

の編輯にかNり一七七四年マルクム・ミカエレム・ボウスケ會杜の出版す

るεころである．

　第一巻を繕くxS，先づこの編輯者カスチリオンの序言が二十頁を費して

をりそれに引回いてニウトンの傳記が誌されてあるが，その後の四百二十

頁なるものが藪學の問題によって満されてみるのである．

　　　無限三三式の解析

　　　無限級数

　　　四次曲線

　　　差の方法

なさXいふ問題があり後のカにはニウFンから色々な人々に當てた手紙か

らの扱葦が出てみる．爾ほニウトンε同じ頃に獅立にL微分學］を二見しナこ

ライプニッツNSオルデンブルグミいふ人の間に取り交はされた手紙Sいふ

のも取り入れられてある．

　第二巻を手に取るε，忽ちヒラヒラεめくられる言々から我々に見なれ

ナこ挿総がのぞかれて，難鰐なラテン語から解放された心持ちがする．それ

につけても糟は實に有力な萬人共有の文字であるこミが今更らに痛感せら
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れるのであるが，いでやこの絡を便りに論文集を讃むこSにしよう・第二

巻の壁頭にContinens　Philosophicaミあって哲學の部門であるが，この哲

學は所謂形而上學をさすのではなく自然丁丁をさすミいふこεはその目次

からも窺ふこミが出來るのである．邸ち第一番目にはDe　Mundi　Systemate

でL天に就て下でもいふのであらうか．次には光學論（Lectiones　opticoe）

で第二巻の重なる部分を占めてをり，その後にブイロソフイガル●bラン

スサクシgンに出た論文がまざめられてるるのである，

　このDe　Mundi　Systemateなる部分は全く天文について違べたもので，

最初にFixas　in　supremis　Mundi　partibus　immotas　persistire，＆Planetas

his　inferiores　circa　Solem　revoli；．＿＿．εいふ文章で始まってみるのであ

る⊥恒星は天に高く永遠の不動にあり，遊星は低く太陽の周りをまわって

みる，………］ミ謬すべきなのであらう．第二十五頁のミころにはし遊星

は太陽の周りを楕圓の軌道を描いてまわり，太陽への動径は時間に比例し

ナこる面積を描く………」εいふ我々には有名なケプラーの法則が掲げてあ

るのを見出だすであらう．頁をめくるに從って面白さうな脚註一脚註

（フツト・ノーのではなくて側註が見出されるが，ミても私には一々見て

ゆく鐸にゆかないのは實に残り惜しい次第である．

　なほニウトンの有名なプリンチピアの第三巻は同じ表題のDe　MUndi

Systemateミいふのであって，内容もいくらか相似た部分もあるけれさも

勿論四型は同じい謬ではないのである．例へばプリンチピア（一八七一年

グラスゴー出版）の現象εいふ題のもεに，木星の衛星の回韓週期εして

　q．atel｝itum　jovialium　tempora　periodica

　ld　18h27／34”；3dI3h　13！42”；7d3h42！36”；16d　16h32’9”．

ミ丈け與へてあるが，オプスクーラではその九頁のミころにフラムスチー

ドの観測からεして

　1d　l8h　28’36”；3d　13h　17／54”；7d　3h　59’36”；＆　16d　18h　5’　13”：

εいふ値が書きならべてある．術この日代には時間の分秒のためにし！1

L”］の記號を用ひ，反i封に角度のためにmin．　secミしたもの・様に見られ

る様である．」叉プリンチピアには遊星から太陽までの距離εして
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　　　　　PlanetaTum　ac　telluris　distentice　mediocres　a　sole．

　　　　　　　　　　　　　　η　　　中　　　6　　　6　　　♀　　♀

Secundum　Keplerum　951000　519650　152350　1　eOOOO　72400　38806

Secundum　Bullialdum　954198　522520　152350　100000　72398　38585

Eecundum　tempora　peiiodica　954006　520096　152369　100000　72333　38710

εあるのに，オプスクーラでは最初のKepler及びBullialdの値ざしては

同じものを掲げてみるけれさもex　temporibus　periodicis　collecta3εして95

3806，520116，152399，10000，7？333，38710ミいふ與へてるるεいふ襟

な工合でこの様に似ナこ部分もあるけれさも全艦εしては全く内容を異にし

てみるのである。

　次に光學の部門を見るsLニウトンのルカシアン教授NSしてカンタブリ

學院に於て一一一・iL六六四年，一六七〇年及び一六七一年頃なしナこる丹羽の講義1

ミ表題せられてある．先づFig．1．ミいふ圖がある．これはいふまでもな
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くEFGεいふ面にて境せられてる

る異なる物質に於てOFの方向に太

陽の光りがくるεそれが方向を攣へ

るε同時に色々な光りに別れるεい

ふこεを示すものである．太陽の光

は七色に別れるεいふ風に一般に言

ひ慣れてみるけれさ略，この圖には

FからP，Q，R，s，Tミいふ五つの光りに別れるこεを圖示しkものΣ様に

解せられるが本文にも　rubrum，　flavum，　viridem，　coeruleum＆purpureum

ご五つの名前を翠ぴてるるこεは面白いε思ふのである，邸赤，黄，縫・

藍及び紫ミいふ課である．

　Fig　10を見るミ，細隙を通って遡る光り）bS一．．．旦三稜鏡（プリズム）に當っ

て叉次の同形にして逆に置かれたプリズムを通過するεもミの卒行光線に

なるNSいふミころを示したものS解せられるであらう．同じ様に李行李面

を通過する光りは奮ミミ同じ方向に進み，その李行李面が何枚重ねてあっ

ても同様であるεいふこSはF｛918から知られるのである・
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　更に我々は望遠鏡の圖をば見落す講iにはゆかぬ．．帥ちニウトンは回漕し

レンズの考案が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C

浮ば魂ナ・めに　　　　　　　κ畢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tll
ソンズには見切　　　　　　　　　　　　G

りを付けて反射　　＿榔懸・G
鏡を作りその名　　　P　（一”一　　，V’　！　　　　　G
　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　、　　！

前の三つ炉ウM　／／／＜　　1
　　　　　　　　　　　　ノノ　　　　　　　　　　　！　　　　　　、

トン式反射望遠　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　！！　　　　　　　　s
鏡を生み出した

ミいふ關係にあ

るのだから．

　その圖の説明の文ミして次の様に出てみる．

　　AB　は凹面鏡でその牛脛がpollicum　duodecim　cum　besse，　vel　tred－

　　　　　ecim．εいふのだから，一・ボリクム・ニデキムxS三分の二或は

　　　　　三デキムであるミ解繹するのだらう．

　　CD　は金屡鏡であって表面は卒らかで周園は楕圓になってみる．

　　GD　は鐵の板で古註鏡CDを支へてるる，
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　　F　　は接眼鏡で，上が卒面で下へ凸面εなってみて牟径はウンキア

　　　　　リス（ボリク1、の十二分の一）か幾らかそれより小さい位であ

　　　　　る．

　　GGG　は前方の筒でHIのεころで廻古しうる襟になってみる．

　　PQKL　は後方の筒で，それはPQに固定してみる．

　　0　　　　はPQの穴でNでもって支へに連絡してみる．

εいふ工合に解卜してみるε，現在の反射望遠鏡ミ崩しナこ差違は認められ

ないであらう．

　最後の方に至って濠氣差（レフラクシヨン）の表が掲げてある．三野差S

いふのは，地球を取り園んでみる塞氣が外側へゆく程稀薄になってみるが

ナこめに星から隔る光りがその影響を受けて段々曲って観測者の目に入るの

であるから實際星が見える方向ミ，星が油画上るる方向ミには幾分の差が

ある課で．その差を濠氣差ε構する．しかもその違ひは低い星を見るSき

に大きくなるこεが理論上わかってみるのであるが，ニウトンはこれをさ

んな風にして勢い7eか知らぬが次の表をのせてみる．

　　　Tabula　Refractionum　Siderum　ad　Altitudines　apparentes
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勿論これ等の値は近頃使用せられてるるものに比較すれば可なりの相違は

あるけれ3も極く大膿の値：εしては近似なものであるミいって宜しいので

ある．

　最後の第三雀は「言語學コこ表題せられてるるけれ♂も，これ亦所謂言語

撃ではない．あつめるSころのものは年代學に間し弛ものε齪測ε題する

部分からなってみるが，（しかも後の部分はズーデルeンによって英語から

ラテン試せられたものであるが）殆んさ’糟がは入ってみないのであるから，

礎って私の絡のひろひ讃みは薮で終りを告げねばならないのである．

　　　　　　　　　新月を歌へる（大山督）

○ほんの、）定，赤暑裂きて菊厘）・にひ妻のこ孟差めみかな・

○ひ定知れす，そざ微笑みて木隠れに，楚好二り新月懸こころ見C9。

○そも頬か眉か瞳力㍉一月の，うひうひしくも光る面蕊し

○ひめPかに，媚おくるらし日にやけし・ウ“イーナスいよ、輝きまさろ・


